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研究成果の概要（和文）：　日本の要介護高齢者には主食に白粥が提供される。匙を用いた高齢者への食事援助中、粥
は液状化が進行し、高齢者の誤嚥の危険性は極めて高くなる。この原因は匙に付着した高齢者の唾液が、食事援助に伴
って粥に混入し、唾液α-アミラーゼが粥の米デンプンを分解するためであることを、我々は、平成23-24年度科学研究
費採択研究で初めて明らかにした。先行研究のない基礎研究であったため、被験者は若年女性多数であった。
　本研究では、健康な高齢男女と若年男女の唾液α-アミラーゼ活性値を測定して比較検討した結果、高齢男女は若年
女性より唾液α-アミラーゼ活性値が高く、高齢者は粥の誤嚥の危険性が極めて高いこと等が示唆された。

研究成果の概要（英文）：　Improvement of meal aid for elderly people is one of the major issues in basic 
nursing science. In Japan, rice gruel is a common meal for the elderly who need support for eating, 
scooped up from the bowl to their mouths by helpers. The risk of misswallowing during eating increases 
with laps of the time because the rice gruel liquefies gradually. Our previous research clarified that 
rice gruel is dissolved and liquefied in the bowl by Alpha-Amylase (sAA, hereafter) in saliva from the 
elderly. However, no information was available for the function of saliva collected from different 
generations and genders. In this project, we carried out a series of physiochemical experiments, and 
quantified the activity values of the sAA among those of healthy men and women of sixties and twenties. 
It was demonstrated that the activity value of sAA for elderly men and women are higher than those for 
young men and women, suggesting that the risk of misswallowing for the elderly is very high.

研究分野： 看護学
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１．研究開始当初の背景 

 日本の要介護高齢者には主食に白粥が提
供される。匙を用いた高齢者への食事援助中、
粥は経時的に液状化が進行し、高齢者の誤嚥
の危険性は極めて高くなる。この原因は匙に
付着した高齢者の唾液が、食事援助中、粥に
頻回に混入し、唾液α-アミラーゼが粥の米
デンプンを分解するためであることを我々
は平成 23-24年度の科学研究費による実験研
究で初めて明らかにした。 
  

２．研究の目的 

 先行研究のない基礎研究であったため、こ
れまで被験者は、健康な若年女性だけであっ
た。しかし、若年女性のみを被験者とした高
齢者の研究には、限界があると考えられる。  

そこで本研究では、健康な高齢男女と若年
男女の唾液α-アミラーゼ活性値を測定して
比較検討を行い、要介護高齢者の誤嚥予防対
策を明らかにすることを目的とした。 
 

３．研究の方法 

被験者は実験前の１時間は絶飲食とし、滅
菌スピッツに唾液を採取し、-80℃のフリー
ザー内に直ちに保管した。被験者は健康な高
齢男女と若年男女各 12名の計 48名。48名の
各被験者は、上記の実験を３日間実施した。
唾液は比色定量を行い、唾液α-アミラーゼ
活性値を測定した。同一被験者の３日間の唾
液α-アミラーゼ活性値を検討し、データの
代表値を算出した。上記の結果を高齢男性群、
高齢女性群、若年男性群、若年女性群に分け、
高齢男性群、高齢女性群、若年女性群に焦点
を当てて比較を行い、高齢男女に対する誤嚥
予防策について検討を行った。 

 
４．研究成果 
 高齢男女と若年男女の唾液α-アミラーゼ
活性値４群は正規分布したため、対応のない
t-検定を行った。この結果、高齢男女各群は、
若年女性群より唾液α-アミラーゼ活性値が
有意に高いことが示された（図１）。 
 唾液α-アミラーゼ活性値が高いほど粥の
液状化が進行し、誤嚥の危険性が高まる。 
唾液α-アミラーゼ活性値が高かった高齢

男女では、若年女性に比して、粥の液状化は
著しく進行するため、高齢男女は粥の誤嚥の
危険性が極めて高いこと等が示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１．唾液α-アミラーゼ活性値の means±SD 
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